
平成２６年度 

寄付金会計並びに機構事業のご報告① 
 

 

事 業 名：防災シンポジウム 

 

共   催：松山市、特定非営利活動法人日本防災士機構、松山市消防団、 

松山市自主防災組織ネットワーク会議、松山市女性防火クラブ連合会、 

愛媛大学防災情報研究センター 

 

開   催：平成２７年１月１８日（日曜）９時～１２時 

 

参 加 者：約９３０名（防災士、市民） 
 

会   場：松山市総合コミュニティセンター 

（愛媛県松山市湊町七丁目5） 

 

行事内容：松山市は、自主防災組織の「防災リーダー」として活躍している防災士数が

２,３３２名（平成２６年１２月末）と全国一であることから、「防災シンポ

ジウム」を開催し、自主防災組織や防災士の活動事例の発表や、パネルディ

スカッションを通じて、地域防災力の充実強化の必要性を広く市民に啓発す

ることを目的とする。 

詳細は次頁以降参照（日本防災士機構ホームページより）。 

 

 

寄 付 金：平成２５年度寄付金繰越額   １,８８１,２３２円 

平成２６年度寄付金総 額   ２,４１７,１００円 

 

          

    当事業費用総額       ２００,０００円 

＜費用内訳＞ 

      開催助成金     ２００,０００円 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



松山市と機構の共催。930名参加 

防災シンポジウム（平成 27年 1月 18日開催） 

  

日本防災士機構は、防災士養成数が自治体において最大である愛媛県松山市と共催にて、

平成 27年 1月 18日（日）、松山市総合コミュニティーセンターにおいて「防災シンポジウム」を

開催しました。 

シンポジウムには、愛媛県 中村時広知事、松山市 野志克仁市長他、市民及び関係者の

約 930名が参加しました。当機構から鈴木理事長と玉田専務理事が参加し、鈴木理事長が祝

辞を述べたほか、東日本大震災 の被災地である宮城県仙台市福住町町内会長の菅原康雄

氏より、実体験談での講演が行われました。 

 また、愛媛大学の矢田部教授の講演や久枝地区の事例発表も非常に良かったという意見を

多くいただきました。 

パネルディスカッション「地域のきずな ～地域をつなぐ防災士の活動～」では、自主防災組

織、学校、幼稚園、民間企業、消防団の防災士 5名に討論していただき、それぞれの立場から

地域の中で相互に連携して地域の防災力を高めるための意見をいただきました。 

当日は、有意義なシンポジウムとなり、盛会のうちに終えることが出来ました。 

  

  

  



■開催状況 

第１部 

 

 

 



 

第２部 

 

 



 

 第３部 

パネルディスカッション   地域のきずな ～地域をつなぐ防災士の活動～ 

コーディネーター 

 矢田部 龍一（愛媛大学防災情報研究センター長） 

パネリスト 

 藤島寛昌（東雲地区自主防災会連合会会長 防災士） 

 山田耕二（松山市立椿小学校教頭 防災士） 

 村上直美（松山市立石井幼稚園教諭 防災士） 

 安田和美（ダイキ株式会社 防災士） 

 烏谷陽一郎（松山市消防団 道後分団長）

 

 



 

  展示ブース コミュニティプラザ 

 

 

  

  

 


